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内容の要旨および審査の結果の要旨
急性肝障害時のインスリン受容体の変動とそのメカニズムを明らかにする目的で，急性肝炎患
者の急性期における赤血球インスリン受容体結合率を測定し，血中インスリン濃度や肝細胞障害
度との関連について検討した。対象は臨床検査成績，腹腔鏡・肝生検で診断を確定した急性肝炎
患者19名（ＡＨ群）および健常者１５名（Ｃ群）である。これら対象にGambhirの方法に準じて赤血
球1251_インスリン結合率を測定した。
赤血球インスリン特異結合率は，ＡＨ群で4.78±0.17％（Mean±SE）であり，Ｃ群の6.14±0.35％に比し
有意に低下していた（ｐ＜0.01）。Scatchard解析により受容体数はAH群61±７／celLC群93±10／cell
とAH群で有意に低下していた（ｐ＜0.01）。ＡＨ群ならびにＣ群の空腹時血糖値，インスリン（IRI）には
両群間で有意差を認めなかった。一方，ＡＨ群のグルカゴン（lRG），成長ホルモン（IRG),コルチゾール
（Ｆ）はそれぞれ152±l3pg／、１，４．２±０．８，８／、１，１４．２±１．８/ｕｇ／ｄｌであり，Ｃ群の
112±l2pg／、１，３．３±０．６ng／ｍ１，１０．５±１．０川／ｄｌに比べいずれも有意に高値であった
（ｐ＜０．０５）。しかしＡＨ群における赤血球インスリン特異結合率とＩＲＬＩＲＧ，ＧＨ，Ｆの
間には有意な相関関係は認められなかった。ＡＨ群をへぺプラスチンテスト（HPT）の値が
70％以上のＮ群と７０％未満のＬ群にわけ検討した。Ｎ群，Ｌ群のＩＲＩ，ｌＲＧ，ＧＨ，Ｆ値は
両群間に有意差はなかった。赤血球インスリン特異結合率はＮ群５．２４％，Ｌ群4.45±０．１６％
とＬ群で有意に低下していた（ｐ＜0.02）。Scatchard解析では受容体数はＮ群65±７個／celL
L群58±６個／cellで有意差は認められないものの，Ｌ群Ⅷで減少傾向が認められた。ＡＨ群全体で
赤血球インスリン特異結合率とＨＰＴとの相関をふると，ｒ＝0.585（ｐ＜0.01）と有意な正の相関
関係が認められた。しかし，赤血球インスリン特異結合率と血清総ピリルビン，GOT，GPT，ＬＣＡＴ
との間にはいずれも有意な相関関係を認めなかった。
以上の結果により，急性肝炎時にみられる赤血球インスリン特異結合率の低下は，高インスリ
ン血症時のdownregulationに起因する可能性は少なく，肝細胞障害度を示す指標の一つである
HPTと密接な関連をもつ別の機序による可能性が示唆された。
本論文は急性肝障害時におけるインスリン受容体変動のメカニズムや耐糖能異常の成因を検討
する上で有意義な論文と考えられる。
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